
1 

 

第
四
四
六
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日(

木)  

於
：
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

 
選 

 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 

出 

席 
者 

 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重
（
表
記
「
た
」） 

 

豊
田
穣
（
表
記
「
ゆ
」） 

西
澤
國
護 

 

長
谷
見
敏
（
表
記
「
び
」） 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

熊
谷
國
男
（
表
記
「
く
」） 

小
早
健
介 

 
 

朱
牟
田
静
雄
（
選
者
表
記
「
恵
」） 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
選
者
表
記
「
け
」） 

山
内
天
牛 

 

渡
邊
盛
雄 

 

 

選
句
の
み 

 
 

梅
崎
哲
雄
（
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

宮
内
規
雄 

 

橋
口
隆 

山
本
三
恵 

 

 

【
互 

選 

句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

九
点 

◎
葭
切
や
蘆
辺
に
み
づ
く
捨
小
舟 

 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
く
・
健
・
孝
・
恵
・
昇
・
啓
・
○
三
） 

 

八
点 

◎
お
別
れ
は
木
の
教
会
で
野
薔
薇
咲
く 

 
 
 
 

五
郎
太 

（
孤
・
忠
・
龍
・
康
・
隆
・
亜
・
天
・
盛
） 

 

七
点 

◎
居
間
客
間
干
場
と
な
り
ぬ
梅
雨
の
空 

 
 
 
 
 

忠
彦 
（
く
す
・
孤
・
と
・
た
・
國
・
び
・
○
盛
） 

 

六
点 

 

蛇
皮
を
脱
ぎ
て
輪
廻
を
諾
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
く
す
・
健
・
五
・
恵
・
○
康
・
昇
） 

雨
蛙
空
が
だ
ん
だ
ん
重
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
忠
・
恵
・
康
・
百
・
規
・
け
） 

立
ち
上
が
る
仔
馬
に
朝
の
風
清
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
そ
・
健
・
堂
・
正
・
昇
・
規
） 

生
垣
の
四
角
に
刈
ら
れ
夏
匂
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
と
・
恵
・
清
・
康
・
雅
・
天
） 

町
名
の
こ
こ
よ
り
変
る
夾
竹
桃 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 
 

（
く
す
・
五
・
恵
・
堂
・
啓
・
天
） 

梨
園
に
も
禍
事
（
ま
が
ご
と

）
あ
り
て
梅
雨
募
る 

 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
○
く
す
・
千
・
正
・
啓
・
盛
） 

◎
ラ
ケ
ッ
ト
の
快
音
響
く
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
孤
・
と
・
た
・
清
・
國
・
昇
） 

や
ど
か
り
に
足
裏
疼
く
島
の
夏 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
そ
・
健
・
た
・
孝
・
堂
・
啓
） 

 

五
点 

 

夏
草
の
花
を
避
け
つ
つ
道
歩
む 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
そ
・
孝
・
雅
・
國
・
規
） 

◎
カ
ク
テ
ル
に
彩
り
添
ふ
る
さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
孤
・
龍
・
康
・
び
・
盛
） 

◎
捩
り
花
素
直
に
な
れ
ぬ
児
に
似
た
る 

 
 
 
 
 

百
合
子  

 
(

忠
・
孤
・
く
・
堂
・
三) 

風
に
舞
ふ
青
の
リ
ボ
ン
や
夏
帽
子 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
く
す
・
忠
・
清
・
隆
・
天
） 

樫
茂
る
築
百
年
に
一
人
棲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
く
・
千
・
龍
・
百
・
け
） 

 

四
点 

 

蝙
蝠
の
膨
ら
ん
で
舞
ふ
夕
間
暮
れ 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
び
・
百
・
け
・
三
） 

神
馬
舎
の
一
灯
暗
し
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 

（
恵
・
康
・
○
堂
・
け
） 

馬
手
（
め
て

）
に
傘
弓
手
（
ゆ
ん
で

）
に
杖
の
梅
雨
に
抗
す 

恵
洲 

（
紀
・
○
健
・
ゆ
・
亜
） 

老
鶯
の
鳴
く
音
樹
間
に
木
霊
せ
り 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
そ
・
け
・
健
・
雅
） 

新
緑
に
染
ま
る
思
い
に
丘
巡
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
そ
・
紀
・
健
・
雅
） 

雲
の
間
に
囁
く
や
う
な
梅
雨
の
星 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
ゆ
・
國
・
盛
・
規
） 

天
と
地
を
分
く
る
あ
ぜ
道
苗
代
田 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
そ
・
紀
・
忠
・
清
） 
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三
点 
◎
縦
の
列
右
向
け
右
の
立
葵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

（
孤
・
千
・
清
） 

紫
陽
花
は
土
の
力
で
色
を
変
え 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

（
忠
・
ゆ
・
び
） 

菜
園
の
胡
瓜
漸
く
食
卓
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

（
隆
・
び
・
規
） 

闇
せ
ま
る
糺
（
た
だ
す
）
の
森
や
青
葉
木
菟 

 
 

康
敏 

（
紀
・
○
く
・
盛
） 

額
の
花
今
朝
も
活
き
活
き
庭
に
咲
く 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

（
雅
・
び
・
規
） 

紫
陽
花
の
途
切
れ
ず
蒼
き
電
車
道 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

（
ゆ
・
國
・
正
） 

冥
き
よ
り
灯
持
て
筋
引
く
螢
の
来 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

（
五
・
百
・
三
） 

見
え
を
切
る
小
さ
き
役
者
夏
袴 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

（
紀
・
た
・
隆
） 

◎
軽
鴨
の
子
の
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
時
停
め
る 

 
 

盛
雄 

（
○
紀
・
○
孤
・
○
昇
） 

 

二
点 

 

梅
雨
晴
れ
や
友
の
電
話
の
声
高
し 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

（
雅
・
清
） 

 
 
 
 
 
 

高
山
堂
店
主
（
神
保
町
最
長
老
） 

司
馬
遼
の
ネ
タ
本
一
手
に
涼
み
お
り 

 
 
 
 

紀
久
男 

（
け
・
三
） 

追
悼 

市
川
段
四
郎
丈 

地
味
な
芸
沢
瀉
手
向
け
む
セ
ー
ヌ
川 

 
 
 
 
 
 

仝 

（
隆
・
啓
） 

百
足
虫
走
る
脚
の
縺
る
る
こ
と
も
な
く 

 
 
 
 

孤
舟 

（
と
・
百
） 

梅
雨
中
の
異
次
元
世
界
水
族
館 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 
（
千
・
百
） 

ジ
ャ
ワ
更
紗
花
柄
合
ふ
て
帯
涼
し 

 
 
 
 
 

と
み
子 
（
た
・
堂 

歌
舞
伎
っ
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
も
虹
立
ち
ぬ 

 
 

千
恵 

（
紀
・
○
正
） 

昔
は
き
ら
い
今
は
そ
れ
な
り
豆
御
飯 

 
 
 
 
 
 

仝 

（
と
・
亜
） 

手
に
三
つ
染
み
見
つ
け
た
る
梅
雨
入
か
な 

 
 
 
 

仝 

（
啓
・
亜
） 

梅
雨
空
や
卑
弥
呼
は
何
処
ま
た
闇
へ 

 
 
 

た
だ
し
げ 

（
健
・
千
） 

江
ノ
島
に
て 

黒
南
風
や
荒
磯
（
あ
り
そ
）
見
下
ろ
す
芭
蕉
句
碑 

康
敏 

（
く
す
・
ゆ
） 

老
い
の
身
の
日
毎
新
た
に
夏
来
た
る 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

（
龍
・
國
） 

半
夏
生
水
鉢
映
す
白
化
粧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

（
紀
・
孝
） 

風
強
し
か
ぶ
り
直
し
て
パ
ナ
マ
帽 

 
 
 
 
 
 

國
護 

（
五
・
天
） 

五
月
雨
や
読
経
の
ご
と
く
節
つ
け
て 

 
 
 
 

百
合
子 

（
○
孝
・
天
） 

蕗
伸
び
る
畑
の
隅
に
墓
あ
る
地 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

（
亜
・
三
） 

「
み
な
づ
き
」
の
三
角
う
れ
し
略
点
前 

 
 
 
 

亜
也 

（
紀
・
龍
） 

 

一
点 

 

夏
場
所
や
頭
捻
り
と
云
ふ
珍
技
出
る 

 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
く
） 

夏
鶯
の
美
声
に
釣
ら
れ
病
棟
を
出 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
五
） 

紫
陽
花
や
万
里
子
先
生
神
の
も
と
へ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
正
） 

句
師
か
ら
の
教
へ
心
に
勿
忘
草 

 
 
 
 
 
   

 

仝 
 

（
紀
） 

剣
山
の
あ
や
め
は
真
夜
に
開
き
け
り 

 
 
 
 

く
に
お 

 

（
孝
） 

夏
芝
居
夜
は
家
に
と
母
小
言 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
） 

青
柿
の
葉
よ
り
も
青
く
育
ち
を
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

◎
峰
雲
や
翔
平
聡
太
の
神
懸
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
孤
） 

三
角
の
菓
子
が
決
ま
り
の
夏
祓 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
く
） 

桜
桃
忌
小
屋
に
太
宰
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」 

 
 
 

千
恵 

 

（
隆
） 
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二
十
歳
夏
史
上
最
速
名
人
位 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
と
） 

夢
ぬ
ち
の
父
若
く
し
て
白
き
靴 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
龍
） 

田
鶴
舞
ふ
や
和
歌
山
城
の
緑
濃
く 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

朝
の
如
雨
露
百
合
の
若
芽
を
膨
ら
ま
す 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
亜
） 

沙
羅
の
花
浄
土
の
庭
を
喜
べ
り 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
五
） 

届
き
た
る
ば
か
り
の
新
茶
封
を
切
る 

 
 
 
 
 

國
護 

 

（
千
） 

小
学
校
激
減
続
き
昭
和
去
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
正
） 

暴
れ
梅
雨
少
年
家
に
閉
じ
込
む
る 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
昇
） 

砂
は
炎
え
襲
う
と
ん
び
の
影
迅
し 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
け
） 

峠
来
て
松
蝉
聴
け
り
裏
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
ゆ
） 

朝
の
茶
は
草
根
木
皮
山
清
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
健
） 

◎
億
年
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
梅
雨
の
雨 

 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
孤
） 

武
者
人
形
暗
き
座
敷
の
奥
に
立
つ 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
た
） 

                 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
点
句 

葭
切
や
蘆
辺
に
み
づ
く
捨
小
舟 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
昔
の
渡
し
場
跡
の
傍
ら
に
捨
て
小
舟
。
葭
の
茂
み
か
ら
賑
や
か
な
行
々
子
の
声
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
け
た
た
ま
し
く
鳴
く
ヨ
シ
キ
リ
と
沈
み
か
か
っ
た
捨
て
小
舟
と
。
葦
の
茂
る
古
い
沼
の
水
辺 

の
景
が
目
に
見
え
る
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
蘆
辺
で
大
葭
切
が
ギ
ョ
ﾂ
ギ
ョ
ﾂ
と
賑
や
か
に
鳴
い
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
に
乗
り
捨
て
ら
れ
た

と
見
ら
れ
る
小
舟
が
水
に
漬
か
っ
て
い
る
。
こ
の
小
舟
は
誰
が
乗
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
葭
切
と
い
う
鳥
の
名
も
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
俳
句
で
よ
く 

題
材
に
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
見
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自 

分
な
り
に
目
に
浮
か
ぶ
光
景
が
何
故
か
シ
ュ
ー
ル
で
幻
想
的
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
の 

趣
旨
は
全
然
見
当
違
い
か
も
し
れ
ず
、
無
知
が
露
呈
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

紀
久
男
・
・
・
・
敏
郎
さ
ん
の
義
兄
（
中
部
電
力
ご
勤
務
）
の
千
曲
川
河
畔
ご
招
待
の
お
伴
を
し
、
こ
の
句
に 

そ
っ
く
り
な
情
景
を
経
験
し
ま
し
た
。
ウ
グ
イ
の
捕
れ
た
て
を
串
焼
き
に
し
て
さ
ん
ざ
ん
飲 

み
食
い
し
た
素
晴
ら
し
い
夜
で
し
た
。
そ
の
折
、
葭
切
の
け
た
た
ま
し
い
啼
き
声
に
驚
い
た 

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

 

八
点
句 

お
別
れ
は
木
の
教
会
で
野
薔
薇
咲
く 

 
 

五
郎
太 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
野
薔
薇
に
囲
ま
れ
た
木
造
の
教
会
で
万
里
子
先
生
と
永
遠
の
別
れ
を
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
川
合
万
里
子
先
生
の
ご
葬
儀
は
、
吉
祥
寺
の
ご
自
宅
の
近
く
の
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

先
生
が
毎
日
の
様
に
お
祈
り
に
行
く
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
教
会
で
し
た
。
ご
親
戚
方
々
か
ら
先 

生
を
偲
ぶ
色
々
な
お
話
が
披
露
さ
れ
、
心
に
残
る
「
お
別
れ
の
会
」
で
し
た 

龍
平
さ
ん
・
・
・ 

木
の
教
会 

野
薔
薇
の
中
で
の
お
別
れ 

惜
し
ま
れ
て
逝
か
れ
た 

さ
ぞ
か
し
清
楚
な
方
か
な 

と
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
内
装
が
美
し
い
木
材
の
小
さ
な
教
会
で
の
お
別
れ
。
先
生
の
ご
平
安
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
恩
師
万
里
子
先
生
は
壁
が
薔
薇
で
覆
わ
れ
た
小
さ
な
教
会
で
列
席
者
の
見
送
り
を
お
受
け
に 
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な
っ
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
「
キ
リ
ス
ト
者
」
と
し
て
の
お
人
柄
に
感
銘
を
受
け
た
式
で
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
き
っ
と
万
里
子
先
生
と
の
お
別
れ
で
し
ょ
う
。
木
の
教
会
も
野
ば
ら
も
、
先
生
ら
し
い
で
す
。 

 

七
点
句 

居
間
客
間
干
場
と
な
り
ぬ
梅
雨
の
空 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
客
の
去
っ
た
老
舗
旅
館
。
長
雨
の
た
め
館
内
は
満
艦
飾
状
態
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
梅
雨
時
の
あ
り
ふ
れ
た
光
景
だ
が
、
上
五
か
ら
の
句
の
流
れ
が
面
白
い 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
庶
民
の
日
常
生
活
が
滲
み
出
る
佳
句
で
す
。
昭
和
は
今
も
生
き
て
い
る
。 

 

六
点
句 

蛇
皮
を
脱
ぎ
て
輪
廻
を
諾
へ
り 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
脱
皮
の
蛇
は
、
確
か
に
輪
廻
転
生
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
は
家
（
東
京 

都
目
黒
区
）
の
近
所
に
も
よ
く
蛇
や
蛇
の
抜
け
殻
を
見
た
も
の
で
す
が…

。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
輪
廻
転
生
と
蛇
の
脱
皮
の
取
り
合
わ
せ
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
少
々
不
気
味
だ
が
見
事
だ
。 

雨
蛙
空
が
だ
ん
だ
ん
重
く
な
り 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
選
者
の
受
け
る
感
じ
で
は
、
空
が
段
々
重
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
雨
蛙
そ
の
も
の
。 

雨
蛙
に
な
っ
た
気
分
で
詠
ん
だ
一
句
と
見
て
面
白
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・「
空
が
だ
ん
だ
ん
重
く
」
で
、
梅
雨
雲
の
厚
み
を
増
し
て
行
く
様
子
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。 

立
ち
上
が
る
仔
馬
に
朝
の
風
清
し 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
気
持
ち
の
良
い
景
色
が
広
ま
り
ま
す
。
小
海
線
の
沿
線
で
の
ん
び
り
す
る
の
が
、
小
さ
な
夢 

で
す
。 

生
垣
の
四
角
に
刈
ら
れ
夏
匂
ふ 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
夏
ら
し
く
さ
っ
ぱ
り
し
た
生
垣
か
ら
、
植
木
屋
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
も
見
え
て
き
ま
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
庭
師
が
入
っ
て
、
生
け
垣
が
き
れ
い
に
刈
ら
れ
、
床
屋
に
行
っ
て
き
た
ば
か
り
の
よ
う
に 

さ
っ
ぱ
り
し
た
と
こ
ろ
に
夏
が
匂
い
立
つ
よ
う
だ
と
い
う
観
察
が
よ
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
庭
師
に
生
垣
を
刈
っ
て
貰
っ
た
。
切
ら
れ
た
葉
の
む
せ
る
よ
う
な
香
に
夏
を
感
じ
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
東
京
の
山
の
手
の
家
並
に
は
よ
く
こ
の
よ
う
な
景
色
が
あ
り
ま
す
ね
。 

町
名
の
こ
こ
よ
り
変
る
夾
竹
桃 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
古
い
町
に
強
い
色
の
夾
竹
桃
が
咲
い
て
い
る
景
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
町
名
が
変
わ
る
の
は
、
夾
竹
桃
と
多
分
無
関
係
な
の
で
し
ょ
う
が
、
無
関
係
で
な
い
よ
う
に 

感
じ
た
感
性
を
買
い
ま
す
。 

 
 
 
 

    

堂
哉
さ
ん
・
・
・
散
歩
の
途
中
の
小
さ
な
発
見
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
夾
竹
桃
を
見
上
げ
た
ら
町
名
の
札
が
か
か
っ
て
い
て
、
別
の
名
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と 

は
昔
の
町
に
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
う
ま
い
で
す
ね
。 

梨
園
に
も
禍
事
（
ま
が
ご
と
）
あ
り
て
梅
雨
募
る 

 

恵
洲 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
猿
之
助
逮
捕
の
ニ
ュ
ー
ス
に
多
く
の
人
が
驚
い
た
。
ま
し
て
フ
ァ
ン
は
・
・
・
謎
の
多
い 

世
界
で
す
。 

ラ
ケ
ッ
ト
の
快
音
響
く
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

舟
選
者
・
・
・
全
仏
オ
ー
プ
ン
の
加
藤
選
手
の
ラ
リ
ー
の
応
酬
の
後
、
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
か
ら
失
格
と
は
残
念
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
夏
の
晴
れ
た
日
の
テ
ニ
ス
、
汗
を
か
き
な
が
ら
も
す
が
す
が
し
い
感
じ
が
す
る
。 

や
ど
か
り
に
足
裏
疼
く
島
の
夏 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・ 

夏
の
浜
辺
、
素
足
で
歩
い
て
い
る
と
や
ど
か
り
を
踏
ん
で
し
ま
う
。 

瀬
戸
の
島
で
の 

思
い
出
が
な
つ
か
し
い
。 
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堂
哉
さ
ん
・
・
・
青
春
の
想
い
出
で
す
か
？
下
五
が
良
い
で
す
。  

 
 
 
 
 

 

※
「
や
ど
か
り
」
は
春
の
季
語
で
季
重
な
り
で
す
が
、
島
の
夏
の
「
夏
」
が
強
い
の
で
問
題
は
な
い
と
し
た
い
、 

 

と
句
会
で
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

五
点
句 

カ
ク
テ
ル
に
彩
り
添
ふ
る
さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 
 
 

昇 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ブ
ル
ー
の
カ
ク
テ
ル
が
注
が
れ
た
グ
ラ
ス
の
端
に
、
真
っ
赤
な
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ェ
リ
ー
が
添 

え
ら
れ
て
い
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
マ
ラ
ス
キ
ー
ノ
・
チ
ェ
リ
ー
で
は
季
節
感
が
な
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
な
い
と
。
一
粒
で 

カ
ク
テ
ル
が
ぐ
ん
と
映
え
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夜
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
愉
し
い
ひ
と
時
を
、
さ
く
ら
ん
ぼ
に
託
し
た
大
人
の
一
句
。 

捩
り
花
素
直
に
な
れ
ぬ
児
に
似
た
る 

 
 
 

百
合
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
花
が
螺
旋
状
に
捩
じ
れ
て
付
く
さ
ま
は
、
拗
ね
て
駄
々
を
こ
ね
る
子
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
草
花
の
特
徴
を
ち
ょ
っ
と
面
白
い
角
度
で
表
現
し
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
こ
の
お
子
さ
ん
は
反
抗
期
に
入
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
捩
れ
た
穂
の
雰
囲
気
と
適
合
し
て
い 

る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
素
直
が
一
番
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
な
か
な
か
成
れ
な
い
私
で
す 

風
に
舞
ふ
青
の
リ
ボ
ン
や
夏
帽
子 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
花
に
嵐
の
た
と
え
も
あ
る
ぞ
」
は
夏
も
続
く
。
い
つ
ま
で
続
く
異
常
気
象
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
子
さ
ん
の
帽
子
で
し
ょ
う
ね
。
言
葉
少
な
く
雰
囲
気
が
出
て
い
ま
す
ね
。 

樫
茂
る
築
百
年
に
一
人
棲
む 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
築
１
０
０
年
の
家
か
ら
は
既
に
皆
巣
立
っ
て
し
ま
い
今
は
一
人
。
で
も
こ
の
家
を
守
る
ぞ
と 

い
う
気
概
が
「
棲
む
」
に
現
れ
て
ま
す
ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
素
晴
ら
し
い
お
暮
ら
し
。 

憧
れ
ま
す
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
築
百
年
の
家
で
一
人
住
ま
い
の
老
境
を
詠
っ
て
い
る
が
、
こ
の
句
か
ら
は
老
い
の
ひ
と
り
暮
し
の 

侘
し
さ
と
い
う
も
の
は
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
数
本
の
樫
の
大
樹
の
鬱
蒼
と
し
て
い
る 

天
を
仰
ぎ
な
が
ら
悠
々
自
適
の
生
活
を
享
受
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
築
百
年
、
大
正
の
終
り
か
昭
和
の
初
め
に
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
何
世
代
も
の
歴
史 

を
刻
ん
だ
家
と
そ
れ
を
見
守
っ
て
き
た
樫
の
木
、
先
祖
伝
来
の
土
地
と
家
を
守
り
穏
や
か
に 

暮
ら
す
人
、17

文
字
に
物
語
を
巡
ら
し
ま
し
た 

 

四
点
句 

蝙
蝠
の
膨
ら
ん
で
舞
ふ
夕
間
暮
れ 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
嘗
て
暮
ら
し
て
い
た
新
潟
市
内
の
丁
度
夕
間
暮
れ
時
の
こ
と
で
し
た
。
ま
だ
遊
び
足
り
ず
に 

 
 
 
 
 

門
前
の
路
上
で
縄
跳
び
し
て
い
た
ら
、
頭
上
に
鳥
と
も
虫
と
も
つ
か
ぬ
正
体
不
明
の
も
の
が 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

飛
び
交
い
始
め
た
の
で
す
。
驚
い
て
母
を
呼
ん
だ
ら
「
あ
あ
、
あ
れ
は
蝙
蝠
よ
」
と
こ
と
も
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
答
え
ま
し
た
。
小
学
一
年
生
の
夏
の
出
来
事
で
す
。 

神
馬
舎
の
一
灯
暗
し
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
神
馬
を
飼
っ
て
い
る
よ
う
な
大
き
な
神
社
に
昼
か
ら
灯
が
灯
っ
て
い
る
木
下
闇
の
ほ
の
暗
さ 

が
よ
く
わ
か
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
神
馬
舎
の
暗
い
一
灯
で
、
背
後
の
鬱
蒼
と
し
た
杜
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
強
調
さ
れ
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
阪
の
住
吉
大
社
の
神
馬
舎
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
誠
に
、
こ
の
句
の
通
り
で
す
。
立
派
な 

白
馬
が
い
つ
も
静
か
に
し
て
い
ま
し
た
！ 
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馬
手
（
め
て
）
に
傘
弓
手
（
ゆ
ん
で
）
に
杖
の
梅
雨
に
抗
す 

 

恵
洲 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
若
さ
の
象
徴
「
血
刀
と
手
綱
」
と
は
参
ら
ぬ
も
の
の
、
せ
め
て
「
傘
と
杖
」
で
勇
ま
し
く
？ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
難
儀
な
状
況
の
表
現
が
見
事
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
敢
え
て
外
出
す
る
気
合
の
余
り
の
字
余
り
？
「
梅
雨
構
え
」
な
ど
如
何
？ 

紀
久
男
・
・
ひ
と
目
読
ん
だ
と
き
、
ま
た
ま
た
大
怪
我
の
私
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
か
と
錯
覚
し
ま
し
た
。 

新
緑
に
染
ま
る
思
い
に
丘
巡
る 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

紀
久
男
・
・
・
お
仲
間
と
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
情
景
で
し
ょ
う
か
。
「
新
緑
に
染
ま
る
思
い
」
に 

実
感
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。 

雲
の
間
に
囁
く
や
う
な
梅
雨
の
星 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
の
表
現
が
細
や
か
で
見
事
で
す 

天
と
地
を
分
く
る
あ
ぜ
道
苗
代
田 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
代
田
に
水
が
入
り
空
が
映
し
出
さ
れ
る
光
景
を
、
天
と
地
で
表
現
し
た
雄
大
な
句
と
思
い
ま 

し
た
。 

軽
鴨
の
子
の
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
時
停
め
る 

 

盛
雄 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
親
鴨
の
後
を
追
う
子
鴨
の
中
に
、
腰
を
振
り
振
り
独
特
な
歩
き
方
の
子
が
可
愛
い
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
軽
鴨
の
子
（
か
る
の
こ
）
の
歩
く
姿
は
可
愛
い
の
で
立
ち
止
ま
っ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま 

す
。
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
は
悩
ま
し
く
て
俳
句
に
は
向
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な 

る
ほ
ど
軽
鴨
の
子
の
歩
行
の
意
外
性
の
比
喩
に
は
驚
き
ま
し
た
。
軽
妙
な
句
に
な
り
ま
し 

た
。 

紀
久
男
・
・
・
・
中
七
の
カ
ナ
文
字
が
絶
妙
で
す
。
但
し
、
下
五
は
い
ま
ひ
と
つ
と
思
い
ま
す
。「
車
列
停
め
」 

く
ら
い
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

三
点 

 

縦
の
列
右
向
け
右
の
立
葵 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
号
令
を
か
け
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
の
に
、
右
向
き
の
花
弁
が
縦
列
に
並
ん
で
い
る
。 

紫
陽
花
は
土
の
力
で
色
を
変
え 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
土
の
力
で
色
を
変
え
る
と
い
う
着
想
が
斬
新
で
す 

菜
園
の
胡
瓜
漸
く
食
卓
へ 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
空
き
家
の
庭
を
耕
し
家
庭
菜
園
を
し
た
。
苦
瓜
、
胡
瓜
、
茄
子
。
作
物
は
愛
お
し
い
。 

闇
せ
ま
る
糺
（
た
だ
す
）
の
森
や
青
葉
木
菟 
 

康
敏 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・「
糺
の
森
」
と
「
青
葉
木
菟
」
の
取
合
せ
が
面
白
い
。
糺
の
森
に
は
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い 

が
、
納
涼
と
時
鳥
で
有
名
。
歌
枕
に
な
っ
て
い
る
。
闇
が
深
ま
る
中
で
、
ホ
ー
ホ
ー
と
単
調
で 

物
悲
し
い
声
で
鳴
き
始
め
る
。
下
鴨
神
社
の
夜
の
闇
が
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
く
よ
う
だ
。 

紀
久
男
・
・
・
夜
の
下
鴨
神
社
の
あ
る
糺
の
森
は
全
く
の
闇
。
「
ほ
ー
っ
、
ほ
ー
っ
」
と
啼
く
青
葉
木
菟 

の
、
一
種
特
異
な
悲
し
気
な
声
は
滅
多
に
聴
け
ま
せ
ん
。 

紫
陽
花
の
途
切
れ
ず
蒼
き
電
車
道 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

冥
き
よ
り
灯
持
て
筋
引
く
螢
の
来 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・18

歳
の
夏
休
み
に
長
野
県
小
県
郡
青
木
村
の
『
学
生
村
』
滞
在
時
の
夜
、
遭
遇
し
た
こ
れ
ま 

で
の
人
生
で
た
だ
一
度
の
光
景
が
甦
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
こ
の
通
り
で
し
た
。 

見
え
を
切
る
小
さ
き
役
者
夏
袴 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
初
舞
台
の
幼
い
役
者
が
見
え
を
切
る
。
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
良
い
役
者
に
な
る
こ
と
を
祈
り 

た
い
。 
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隆
さ
ん
・
・
・
・
夏
袴
が
大
き
く
見
え
る
。 

 

二
点
句 

 
 
 
 

追
悼 

市
川
段
四
郎
丈 

地
味
な
芸
沢
瀉
手
向
け
む
セ
ー
ヌ
川 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
時
は2007

年
、12

代
目
團
十
郎
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
パ
リ
オ
ペ
ラ
座
で
口
上
を
述
べ
た
。 

段
四
郎
も
い
た
。
セ
ー
ヌ
川
河
畔
で
段
四
郎
と
今
井
紀
久
男
さ
ん
は
写
真
を
撮
っ
た
。 

百
足
虫
走
る
脚
の
縺
る
る
こ
と
も
な
く 

 
 
 

孤
舟 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
想
像
す
る
と
、
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
百
足
は
刺
さ
れ
た
家
人
の
話
で
は
息
が
と
ま
る
ほ
ど
の
痛
み
だ
そ
う
で
す
が
、
脚
を
う
ま
く 

操
り
そ
の
逃
げ
足
の
速
い
こ
と
、「
言
い
得
て
妙
」
で
す
ね 

そ
の
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
た 

方
の
ユ
ー
モ
ア
に
も
感
心
し
ま
し
た 

梅
雨
中
の
異
次
元
世
界
水
族
館 

 
 
 
 
 

 
 

健
介 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
最
近
の
水
族
館
は
見
学
者
が
水
の
中
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
設
え
も
結
構
多
く
て
と
て
も
楽 

し
い
で
す
。 

ジ
ャ
ワ
更
紗
花
柄
合
ふ
て
帯
涼
し 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
着
物
姿
、
す
っ
き
り
と
、
帯
も
似
合
っ
て
涼
し
そ
う
に
見
え
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
長
年
の
友
人
の
奥
さ
ん
が
、
ジ
ャ
ワ
更
紗
の
プ
ロ
で
す
。
と
て
も
良
く
お
似
合
い
で
す 

※
孤
舟
選
者
・
・
「
合
ふ
て
」
は
本
来
は
「
合
ひ
て
」
で
す
。
た
だ
「
合
う
て
」
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

歌
舞
伎
っ
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
も
虹
立
ち
ぬ 

 

千
恵 

 
 

 
 

 
 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
歌
舞
伎
ど
こ
ろ
か
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
る
意
味
で
、
又
、
テ
レ
ビ
も
力
が
無
い
よ
う
で
す
。
時
代 

が
急
激
に
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。
怖
い
く
ら
い
で
す
。 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
歌
舞
伎
の
こ
と
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
も
、
と
読
ま
れ
た
句
は
初
め
て
で
す
。「
歌
舞
伎
と
は
」 

と
せ
ず
に
「
歌
舞
伎
っ
て
」
と
し
た
の
は
如
何
に
も
現
代
風
で
す
。
下
五
の
季
語
が
効
い
て
い 

ま
す
。
久
し
振
り
にOver the rain

bo
w

を
歌
い
た
く
な
り
ま
し
た
。 

 

昔
は
き
ら
い
今
は
そ
れ
な
り
豆
御
飯 

 
 
 

 
 

千
恵 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
私
も
子
ど
も
の
頃
は
、
お
豆
腐
嫌
い
で
し
た
が
、
今
は
美
味
し
い
と
思
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
同
感
。
も
の
足
り
な
い
と
い
う
か
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
と
い
う
か
。
季
節
感
を
味
わ
う
と
い
う 

の
が
オ
ト
ナ
の
味
覚
ら
し
い
デ
ス
。 

手
に
三
つ
染
み
見
つ
け
た
る
梅
雨
入
か
な 
 
 

千
恵 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
梅
雨
入
り
」
に
相
応
し
い
い
さ
さ
か
の
遣
る
瀬
無
さ
。 

梅
雨
空
や
卑
弥
呼
は
何
処
ま
た
闇
へ 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
吉
野
ケ
里
遺
跡
か
ら
は
結
局
卑
弥
呼
の
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
出
て
き
ま
せ
ん
で 

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
九
州
説
と
畿
内
説
論
争
は
続
き
ま
す
。 

江
ノ
島
に
て 

黒
南
風
や
荒
磯
（
あ
り
そ

）
見
下
ろ
す
芭
蕉
句
碑 

康
敏 

  

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
情
景
の
表
現
が
素
直
で
情
景
が
よ
く
判
り
ま
す 

風
強
し
か
ぶ
り
直
し
て
パ
ナ
マ
帽 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
軽
く
か
ぶ
っ
て
家
を
出
た
麦
わ
ら
帽
子
を
し
っ
か
り
か
ぶ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
飛
ば
ぬ
よ
う 

に
。 

五
月
雨
や
読
経
の
ご
と
く
節
つ
け
て 

 
 
 

百
合
子 

 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
五
月
雨
の
降
る
音
を
読
経
の
節
に
な
ぞ
ら
え
る
妙
。
感
性
が
鋭
い
。
感
服
い
た
し
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
こ
う
な
る
と
五
月
雨
も
う
っ
と
う
し
く
な
く
て
い
い
で
す
ね
。 
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蕗
伸
び
る
畑
の
隅
に
墓
あ
る
地 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
先
祖
代
々
の
地
の
営
み
。 

「
み
な
づ
き
」
の
三
角
う
れ
し
略
点
前 

 
 
 

亜
也 

 
 

 

 
 

 
龍
平
さ
ん
・
・
・
こ
れ
ぞ
茶
道
に
映
る
大
和
人
の
セ
ン
ス 

室
町
の
頃
で
も
高
評
か
。 

紀
久
男
・
・
・
・
お
菓
子
の
「
み
な
づ
き
」
は
残
念
な
が
ら
季
語
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
捨
て 

る
に
惜
し
い
出
来
の
句
で
す
。 

 

一
点 

 

夏
場
所
や
頭
捻
り
と
云
ふ
珍
技
出
る 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・「
ず
ぶ
ね
り
」
と
い
う
滅
多
に
な
い
決
ま
り
手
で
国
技
館
が
沸
い
た
。
こ
う
し
た
技
が
見
ら
れ
た
こ 

と
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
下
五
は
説
明
的
？ 

夏
鶯
の
美
声
に
釣
ら
れ
病
棟
を
出 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
早
く
退
院
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

句
師
か
ら
の
教
へ
心
に
勿
忘
草 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
吟
行
で
御
一
緒
し
た
と
き
に
詠
ま
れ
た
句
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
句
で
す
。 

峰
雲
や
翔
平
聡
太
の
神
懸
る 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
谷
も
藤
井
も
雲
の
峰
の
よ
う
に
力
強
く
挑
戦
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
成
果
を
収
め
て
い
る
。 

三
角
の
菓
子
が
決
ま
り
の
夏
祓 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
夏
祓
は
陰
暦
六
月
の
晦
日
に
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
行
事
。
大
き
な
茅
の
輪
を
潜
る
。
子
供
の
頃 

は
、
毎
年
こ
の
日
に
お
宮
に
詣
で
、
お
駄
賃
と
し
て
三
角
の
形
を
し
た
お
菓
子
を
い
た
だ
い
て
い 

た
の
だ
ろ
う
。 

桜
桃
忌
小
屋
に
太
宰
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」 

 
 

千
恵 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
太
宰
治
の
墓
地
を
初
め
て
訪
れ
る
前
に
ネ
ッ
ト
で
み
た
。
さ
く
ら
ん
ぼ
を
墓
碑
名
の
彫
り
に 

並
べ
て
埋
め
込
ん
で
い
る
写
真
が
あ
っ
た
。
桜
桃
忌
の
人
気
の
高
さ
か
。 

二
十
歳
夏
史
上
最
速
名
人
位 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

漢
字
ば
か
り
で
句
を
詠
ま
れ
た
の
は
、
見
事
で
す
。 

夢
ぬ
ち
の
父
若
く
し
て
白
き
靴 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
往
時
は
写
真
と
い
え
ば
盛
装
を
す
る
事
多
し 

白
い
靴
の
粋
な
出
立
ち 

多
分
幸
せ
な
日
の 

ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト 

夢
で
会
い
ま
し
た 

 

朝
の
如
雨
露
百
合
の
若
芽
を
膨
ら
ま
す 

 
 
 

堂
哉 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
い
つ
く
し
ん
で
い
る
様
子
が
よ
く
伝
わ
り
ま
す
。 

沙
羅
の
花
浄
土
の
庭
を
喜
べ
り 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
夏
椿
は
一
夜
で
落
ち
て
し
ま
う
が
、
庭
を
埋
め
る
白
い
花
は
上
を
向
き
、
笑
っ
て
い
る
よ
う
。 

浄
土
は
か
く
の
如
し
。
巧
み
な
句
で
す
。 

小
学
校
激
減
続
き
昭
和
去
る 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

※
無
季
語
で
す
。 

峠
来
て
松
蝉
聴
け
り
裏
日
本 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
峠
で
聴
く
松
蝉
に
格
別
の
情
緒
が 

億
年
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
梅
雨
の
雨 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
生
き
て
い
る
化
石
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
な
す
老
大
木
に
豊
か
な
雨
が
降
り
注
ぐ
。 

武
者
人
形
暗
き
座
敷
の
奥
に
立
つ 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
武
者
人
形
が
座
敷
の
奥
に
ま
だ
飾
ら
れ
て
い
る
。
怪
談
で
は
な
い
が
な
ん
と
な
く
涼
し
さ
を 

感
じ
る
。 
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【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日(

木)  
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

会
場
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
施
設 

５
階
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

会
議
室 

 
  

◇
ご
出
席
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。 

事
前
にP

C

入
力
に
よ
る
清
記
を
作
成
致
し
ま
す
為
、 

ご
出
席
者
の
出
句
予
定
句
及
び
投
句
、
い
ず
れ
も
当
方
（
星
田
）
に
頂
戴
致
し
ま
す
。 

締
切
：
七
月
二
十
五
日
（
火
）
中
。 

星
田
メ
ー
ル
、
或
い
はFAX

（03-3421-9772

）
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
当
日
配
布
の
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

☆
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 
東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂2-

16-7 

茶
沢
通
り
宝
く
じ
売
り
場
が
目
印
の
ビ
ル 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

時
折
ぱ
ら
り
と
落
ち
る
雨
の
あ
る
六
月
二
十
二
日
、
青
葉
会
句
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
お
怪
我
で
ご
欠

席
の
紀
久
男
さ
ん
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
、
毎
回
十
名
前
後
の
ご
参
加
者
で
、
先
に
清
記
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
た
め
、
選
句
、
披
講
と
も
に
焦
ら
ず
、
選
句
の
感
想
な
ど
伺
う
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
参
加
者
の
寄
贈
に
よ
る
日
本
酒

や
銘
菓
で
和
気
藹
々
と
し
た
お
席
が
常
と
な
り
ま
し
た
。
世
話
人
の
紀
久
男
さ
ん
か
ら
も
病
院
の
ベ
ッ
ド
か
ら
し
っ
か
り

と
投
句
・
選
句
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
六
月
選
句
も
出
揃
い
、
五
月
に
引
き
続
き
、
康
敏
さ
ん
が
最
高

得
点
、
次
点
に
五
郎
太
さ
ん
、
忠
彦
さ
ん
と
続
き
ま
し
た
。
今
回
は
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、
佳
句
が
多
く
選
句
に
苦
労
し

た
と
の
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
ほ
ど
に
、
比
較
的
得
票
数
が
ば
ら
け
、
こ
れ
も
又
良
し
、
と
感
じ
ま
し
た
。 

選
句
に
苦
労➡

選
句
も
愉
し
、
の
意
味
と
存
じ
ま
す
。 

次
回
青
葉
会
予
定
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、
今
月
７
月
は
通
常
の
句
会
を
開
催
致
し
ま
す
が
、
来
月
八
月
は
昨
今
の 

殺
人
的
猛
暑
に
鑑
み
、
通
常
の
句
会
を
こ
の
八
月
に
限
り
「WEB

句
会
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
一
昨
年 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
数
回
実
施
し
た
要
領
と
同
じ
形
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
追
っ
て
要
領
に 

つ
い
て
は
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
る
こ
と
と
し
た
く
存
じ
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 
 
 

琴
線
に
触
る
る
忠
言
野
火
走
る 

 
 
 
 
 
 

三
一
一
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
星
空
へ 

 

 
 
 

雁
風
呂
や
い
づ
れ
ひ
と
り
と
な
る
ふ
た
り 

 
 

櫓
を
漕
ぐ
は
一
寸
法
師
花
筏 

仔
馬
駆
け
鬣
も
尾
も
風
と
な
る 

 
 
 
 
 

 

四
．
青
葉
会
を
長
く
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
万
里
子
先
生
が
昇
天
さ
れ
、
青
葉
会
で
御
指
導
を
受
け
ら
れ
た
方
々 

 
 

が
お
別
れ
の
会
に
参
列
さ
れ
見
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

就
き
ま
し
て
は
追
悼
句
を
募
集
致
し
ま
す
。 

締
切
は
８
月
末
日
、
ご
投
句
で
３
句
ま
で
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
受
付
：
星
田
ま
で
） 

※
既
に
追
悼
句
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
、
す
べ
て
発
表
し
て
よ
ろ
し
い
か
ご
了
解
を
頂
戴
出
来
ま

し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 

令
和
五
年
七
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

<

予
告>

八
月WEB

句
会
の
お
知
ら
せ
‼ 

 

八
月
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
・
・
・
・
・（
詳
細
後
日
） 

八
月
青
葉
会
は 

WEB

上
で
の
句
会
に
決
定
。
皆
さ
ま
に
は
、
五
句
の
ご
投
句
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 


